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1. 環境マネジメント

世界自然遺産と地域資源の管理をサポート
次世代科学技術人材育成事業かごしま未来創造Labの取り組み
鹿児島大学生協の取り組み
令和 6年度 地域と鹿児島大学との連携事業・取り組み （一部抜粋）

3. CSR・地域と一体となった環境保全

農と遊びから学ぶ SDGs ～自然の中で 自然と共に 自然体で生きる～

4. 学生の取り組み

7. 環境ガイドラインとの対照表

5. 環境コンプライアンス

6. エコキャンパスへの取り組み

先生になる前に、「買い物」について考えてもらいました
酵素を用いたナイロンのバイオロジカルな資源循環手法の提案
「緑月灯―谷山緑地に咲かそう光の花―」谷山緑地再生計画（グリントプロジェクト）の取り組み
動物プランクトン培養で魚粉代替飼餌料原料を作る
令和 6年度 環境関連授業科目（一部抜粋）
令和 6年度 環境関連研究（一部抜粋）
令和 6年度トピックス

2. 環境教育・研究



　鹿児島大学は、南北 600 キロに及ぶ県土を本学のキャンパスとして、そこにある自

然・歴史・風土・産業を土台としつつ、地域とともにある大学として「地」と「知」の力

をもって、皆さんとともに、”進取の精神で、地域と世界の未来に挑む教育研究拠点”と

なることを目指しています。

　さて、近年では、日本各地で記録的な猛暑が続いており、鹿児島県においても 2024

年 9 月の平均気温は 50 年前に比べて約５℃上昇しています。こうした地球温暖化に

対し、環境保全のための教育・研究活動の推進はもとより、温室効果ガスの削減に向け

た取り組みが重要な課題であると認識しています。

本学では、「鹿児島大学環境方針」に基づき、地球環境を維持・継承しつつ、持続的発展

が可能な社会の構築を目指し、地域の環境保全のための教育・研究活動及び社会貢献

に積極的に取り組んでおります。

　2022（令和４）年度には、「政府がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の削

減等のため実行すべき措置について定める計画（令和３年 10 月 22 日閣議決定）」をも

とに、「鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画」を改正しました。

　また、2023（令和５）年度には、九州電力株式会社、サーキュラーパーク九州株式会

社及び薩摩川内市と、薩摩川内市を中心に行う循環経済と脱炭素化の推進による持続

可能な社会の構築を目指す事業（サーキュラーエコノミー実証事業）の実施に関して、

4 者がそれぞれ保有する資源を活用し、連携協力して具体的な取組を推進することを

目的として、協定を締結しました。

　さらに、2024（令和６）年度には、SHIROYAMA HOTEL kagoshima、株式会社グ

リーナー、山元酒造株式会社及びサーキュラーパーク九州株式会社の５者が連携し、食

品残渣の堆肥化・飼料化実証事業の開始に向けた確認書を締結しました。

　今後も、地域と一体となって、SDGs 達成の推進に取り組み、持続可能な社会の実現

に貢献してまいります。

　本報告書は、2024 年（令和６年）度における、環境教育・研究、CSR・地域と一体となっ

た環境保全、学生の取り組み及びエコキャンパスへの取り組み等をまとめたものです。

　これまでも、省エネ活動及び再生可能エネルギーや省エネルギー機器の積極的な導

入等に努めてまいりましたが、今後もこれらの取り組みを推進し、更なる温室効果ガス

の削減に努めてまいります。

　本報告書をご一読いただき、本学の環境への取り組みについて忌憚のないご意見を

いただけましたら幸いです。

2025 年 9 月
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基本理念
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環境マネジメント1.
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　鹿児島大学は、人類の存続基盤である地球環境を維持・継承しつつ持続 

的発展が可能な社会の構築を目指す。本学の教育・研究活動及び大学運営

においては、これを認識し環境との調和と環境負荷の低減に努める。また 

地域の環境保全のための教育・研究活動及び社会活動に積極的に取り組

み、自然豊かな地域に立地する大学としての責務を果たす。

.1

基本方針

教育活動を通じて、環境保全に資する能力と
行動力を持つ人材の育成に努める。

.2 研究成果とその普及のための活動を通じて、
地球環境及び地域環境の保全に努める。.

.3 地域の特性を踏まえた社会活動を積極的に展開し、
地域と一体となって環境保全活動に取り組む。.

. これらの諸活動に際し、省エネルギー、省資源、廃棄物の削減、化学
物質管理の徹底等を通じて、環境保全と環境負荷の低減に努める。.4

.5 環境保全の目的及び目標を設定し、その達成及び関係法規遵守の
ための環境マネジメントシステムを構築、継続的な改善を図る。.

.6 環境保全活動の
取り組みを学内・外に広く公表する。

平成 17 年 12 月 28 日



　国立大学法人鹿児島大学環境・エネルギー管理規則、「地球温暖化対策計画」(令和 3 年 

10 月 22 日閣議決定 )及び「政府がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の削減等 

のため実行すべき措置について定める計画」( 令和 3 年 10 月 22 日閣議決定。以下「政府 

実行計画」という。)に基づき、鹿児島大学が温室効果ガスの排出の抑制及び省エネルギー 

を着実かつ効果的に推進するための実施計画を下記のとおり定める。

　鹿児島大学は、低炭素キャンパスの実現に向けて、「エコ・ライフの実践」、「エコ体質への

改善」並びに「エコ・チャレンジ」を行い、エネルギーメタボからの脱却に取組みます。また、

教職員・学生など大学に関係する全ての者が、自主的かつ積極的に活動に参画することで、

エネルギー問題の知見を持つ人材を輩出するとともに、地球環境に配慮した豊かな教育研

究環境を創造することを目指します。

1. 目標

「政府実行計画」に基づき、2030 年度において 2013 年度比 51 % 以上削減する。

（1） 鹿児島大学から排出される温室効果ガスの排出量 (森林吸収量を含む )

下記 1) 2) のいずれかの達成を目標とする。

1)エネルギー消費原単位の5年度間平均原単位(kl/m²)について、1%以上低減させる。 
2) ベンチマーク指標値を 0.555 以下にする。

（2） 鹿児島大学で使用するエネルギー

2. 実施計画

① 学生・教職員に対し、地球温暖化対策・省資源に関する情報を本学ホームページなど
　により提供し、危機意識の浸透及び自主的な行動を促す。

③ 「省エネパンフレット」や「ライフスタイルチェックシート」などを作成・配布して、
　自主的な行動を促す。

④ 省エネパトロールを実施して、エネルギー管理状況を把握するとともに学生・教職 
　員に対し、省エネ意識の向上を促す。

⑤ エコ・モニターによる、「見える化」を図り、エネルギー削減に対する意識づくり
　を進める。

② 地球温暖化対策など環境教育に取り組む。

1) 適切な情報提供等

（1） エコ・ライフの実践
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地球温暖化対策に関する実施計画
平成23年4月27日策定・平成29年9月19日一部改正
令和3年3月5日一部改正・令和4年9月22日一部改正
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① LED 照明の導入

② エネルギー消費効率 (COP)の高い空調設備機器の導入 

③ 実験等で使用する冷蔵庫、冷凍庫は高効率機器の導入

④ 公用車の電動車 (電気自動車、燃料電池車、プラグインハイブリッド自動車、
　 ハイブリッド車 )の導入 (代替可能な電動車がない場合を除く ) 

⑤ パソコン、コピー機等 OA 機器の省エネルギー型機器の導入 

⑥ 変電設備の変圧器は、低損失型の導入 

⑦ 水搬送や空気搬送で使用する交流電動機は、低損失型の導入

⑧ 自動販売機の設置見直しや省エネルギー型機器への更新

1) 省エネ製品への計画的な更新

（2） エコ体質への改善
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① 「省エネパンフレット」や「ライフスタイルチェックシート」を用いて、下記の様な
　ライフスタイルを確認する。

③ 計画的な定時退勤、休暇の取得促進、テレワークの推進、ウェブ会議システムの活
　 用等、温室効果ガスの排出削減にもつながる効果的な勤務態勢の推進に努める。

④ 通勤・通学等では、自転車、バスや鉄道などの公共交通機関の利用を推進する。

⑤ 鹿児島市コミュニティサイクル「かごりん」の利用を推進する。

② タブレット等を使用したペーパーレス会議を推進する。

・ 冷房時の室温を 28℃、暖房時の室温を 19℃に設定する。
・ 夏季の「クールビズ」及び冬季の「ウォームビズ」を推進する。
・ 昼休みは、一斉消灯。
・ エレベーターの使用を控えて、階段利用を推進する。

2) ライフスタイルの改善

① キャンパス内の緑化を図ると共に、緑地・森林・農地等の適切な管理・保全等を
　 図り、二酸化炭素の吸収源としての機能を維持・向上させる。

3) 森里川海の保全・活用

① 建物等から排出される廃棄物等については、関係計画等※1を踏まえ、3R( 発生抑制
　 (Reduce)、再利用 (Reuse)、再生利用 (Recycle))+Renewable( バイオマス化・ 再生
　 材利用等)の徹底を図り、サーキュラーエコノミー(循環経済)を総合的に推進する。

4) 廃棄物の 3R+Renewable
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1) 太陽光発電の最大限の導入

（3） エコ・チャレンジ
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① 高効率の蒸気ボイラーへの更新及び蒸気管及び給湯管の断熱性能を向上する。

② 衛生設備機器は、節水型機器・自動水栓等へ更新する。

③ 建物等の木材利用に努め、併せて木材製品の利用促進に努める。

2) 高効率給湯器、節水型トイレ等への更新

① 建物の新築においては、ZEB Ready 相当となることを目指す。

② 建物の増・改築及び改修においては、断熱性能の高い複層ガラス・樹脂サッシ等
　 の導入により、建築物の断熱性能の向上に努める。

3) 建物における省エネルギー対策

② 環境に配慮した「エコレールマーク、エコシップマーク」商品を購入する。

③ 低炭素の電力などを積極的に購入する。

④ エコマテリアルの採用を検討する。

① 「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 ( グリーン購入法 )」等に
　 基づく製品を購入する。

4) 低炭素サービス

② 安全性、経済性、エネルギー効率等を勘案しつつ、グリーン冷媒（自然冷媒や低 
　 GWP 冷媒）を使用する製品を積極的に導入する。

① 冷蔵庫、空調機器などで使用されている冷媒ガスについては「フロン排出抑制法」
　 に基づき、適正な管理を行う。

5) フロン類等の温室効果ガスの管理

② また、建物の新築及び大規模改修時は、その性質上適さない場合を除き、太陽光
　 発電設備の設置可能性について検討する。

① 本学が保有する土地等について、2030 年度までに太陽光発電設備の設置可能な
　 土地等の約 50% 以上に太陽光発電設備を設置することを目指す。

2) 新しい技術の導入

② 地中熱、バイオマス熱、太陽熱等の再生可能エネルギー熱を使用する冷暖房設備や
　 給湯設備等を可能な限り幅広く導入する。

③ 民間での導入実績が必ずしも多くない新たな技術を用いた設備であっても、高い
　 エネルギー効率や優れた温室効果ガス排出削減効果等を確認できる技術を用いた
　 設備等については、率先的導入に努めるものとする。

① 燃料電池、風力発電他の開発・導入を推進する。




